
(57)【要約】

【課題】本発明は、回生エネルギーを蓄電池に回収して

車の燃費を向上し排気ガスを減少させ、且つ渋滞した市

街地での走行等において蓄電池の寿命が縮むことを防止

する電源制御装置及びその制御方法を提供する。

【解決手段】本発明の電源制御装置は、エンジンと、前

記エンジンによって駆動される発電機と、前記発電機に

よって充電される蓄電池と、前記蓄電池の充電状態が所

定の範囲内になるように前記蓄電池の充放電を制御する

蓄電池充放電制御部と、を有し、車に搭載されており、

前記蓄電池充放電制御部は、前記エンジン又は前記車が

停止した状態が発生する頻度を検出し、前記頻度が所定

の閾値以上である場合における前記所定の範囲の上限値

を、前記頻度が前記所定の閾値未満である場合における

前記上限値より低く設定することを特徴とする。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
エ ン ジ ン と 、 前 記 エ ン ジ ン に よ っ て 駆 動 さ れ る 発 電 機 と 、 前 記 発 電 機 に よ っ て 充 電 さ れ る
蓄 電 池 と 、 前 記 蓄 電 池 の 充 電 状 態 が 所 定 の 範 囲 内 に な る よ う に 前 記 蓄 電 池 の 充 放 電 を 制 御
す る 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 と 、 を 有 し 、 車 に 搭 載 さ れ て お り 、
前 記 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 は 、 前 記 エ ン ジ ン 又 は 前 記 車 が 停 止 し た 状 態 が 発 生 す る 頻 度 を 検
出 し 、 前 記 頻 度 が 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に お け る 前 記 所 定 の 範 囲 の 上 限 値 を 、 前 記 頻
度 が 前 記 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限 値 よ り 低 く 設 定 す る こ と を 特 徴 と す
る 電 源 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 発 電 機 は 、 前 記 エ ン ジ ン を 補 助 す る 電 動 機 と し て 動 作 す る こ と が で き 、
前 記 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 は 、 少 な く と も 前 記 エ ン ジ ン が 停 止 状 態 か ら 動 作 状 態 に 変 化 し た
時 に 前 記 蓄 電 池 が 放 電 し て 前 記 発 電 機 を 電 動 機 と し て 駆 動 し 、 前 記 エ ン ジ ン が 動 作 状 態 を
継 続 し た 後 は 前 記 蓄 電 池 が 前 記 発 電 機 に よ っ て 充 電 さ れ る よ う に 前 記 蓄 電 池 の 充 放 電 を 制
御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 源 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 は 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限
値 を 前 記 蓄 電 池 の 最 大 定 格 に 設 定 し 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 又 は 前 記
所 定 の 閾 値 よ り 低 い 値 で あ る 他 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限 値 を 前 記 蓄 電 池 が
前 記 発 電 機 か ら の 回 生 エ ネ ル ギ ー を 充 電 可 能 な 値 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又
は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 源 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 蓄 電 池 が 鉛 蓄 電 池 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 源 制 御 装
置 。
【 請 求 項 ５ 】
エ ン ジ ン と 、 前 記 エ ン ジ ン に よ っ て 駆 動 さ れ る 発 電 機 と 、 前 記 発 電 機 に よ っ て 充 電 さ れ る
蓄 電 池 と を 有 し 、 車 に 搭 載 さ れ た 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 で あ っ て 、
前 記 蓄 電 池 の 充 電 状 態 が 所 定 の 範 囲 内 に な る よ う に 前 記 蓄 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る 制 御 ス
テ ッ プ と 、
前 記 エ ン ジ ン 又 は 前 記 車 が 停 止 し た 状 態 が 発 生 す る 頻 度 を 検 出 す る 検 出 ス テ ッ プ と 、
を 有 し 、
前 記 頻 度 が 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に お け る 前 記 制 御 ス テ ッ プ の 前 記 所 定 の 範 囲 の 上 限
値 を 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限 値 よ り 低 く 設 定 す る こ
と を 特 徴 と す る 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 発 電 機 は 、 前 記 エ ン ジ ン を 補 助 す る 電 動 機 と し て 動 作 す る こ と が で き 、
少 な く と も 前 記 エ ン ジ ン が 停 止 状 態 か ら 動 作 状 態 に 変 化 し た 時 に 前 記 蓄 電 池 が 放 電 し て 前
記 発 電 機 を 電 動 機 と し て 駆 動 し 、 前 記 エ ン ジ ン が 動 作 状 態 を 継 続 し た 後 は 前 記 蓄 電 池 が 前
記 発 電 機 に よ っ て 充 電 さ れ る よ う に 前 記 蓄 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求
項 ５ に 記 載 の 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限 値 を 前 記 蓄 電 池 の 最 大 定 格 に
設 定 し 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 又 は 前 記 所 定 の 閾 値 よ り 低 い 値 で あ る
他 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限 値 を 前 記 蓄 電 池 が 前 記 発 電 機 か ら の 回 生 エ ネ ル
ギ ー を 充 電 可 能 な 値 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は 請 求 項 ６ に 記 載 の 電 源 制 御
装 置 の 制 御 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 電 源 制 御 装 置 及 び そ の 制 御 方 法 に 関 す る 。
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【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
近 年 、 大 気 汚 染 へ の 関 心 の 高 ま り か ら 、 不 要 な 排 気 ガ ス の 排 出 を 抑 え る た め に 、 車 が 駐 停
車 し た 時 、 短 時 間 で 又 は 直 ち に 自 動 的 に エ ン ジ ン を 停 止 し （ ア イ ド リ ン グ 状 態 を 停 止 し ）
、 燃 費 を 改 善 す る ア イ ド ル ス ト ッ プ 機 能 を 有 す る 車 （ 以 下 、 「 ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 」 と 言
う 。 ） が 開 発 さ れ て い る 。 ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 は 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ 機 能 を 有 さ な い 車 と
比 較 し て 、 エ ン ジ ン を 停 止 状 態 か ら 再 起 動 す る 頻 度 （ 蓄 電 池 か ら エ ン ジ ン 始 動 用 の セ ル モ
ー タ へ 電 力 供 給 す る 頻 度 ） が は る か に 高 い 。 ま た 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ 中 に は 蓄 電 池 か ら 、
車 両 の 制 御 系 統 や 、 ラ イ ト 、 オ ー デ ィ オ 等 に 電 力 を 供 給 す る 。 こ の よ う な ア イ ド ル ス ト ッ
プ 車 の 蓄 電 池 に は 、 従 来 よ り 使 用 さ れ て い る 安 価 な 液 式 鉛 蓄 電 池 が 検 討 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
液 式 鉛 蓄 電 池 は 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ に よ る 放 電 で Ｓ Ｏ Ｃ （ 充 電 状 態 。 State ofCharge。 放
電 容 量 を 意 味 す る 。 ） が 大 き く 低 下 し 、 充 電 不 足 の 状 態 が 続 く と 、 電 解 液 の 成 層 化 が 生 じ
、 サ ル フ ェ ー シ ョ ン が 発 生 す る の で 寿 命 が 急 激 に 短 く な る 。 こ の た め 従 来 の 、 安 価 な 液 式
鉛 蓄 電 池 を 使 用 す る 車 に ア イ ド ル ス ト ッ プ 機 能 を 搭 載 す る 場 合 、 電 池 の 劣 化 を 防 止 す る 電
源 制 御 が 重 要 で あ る 。 ア イ ド ル ス ト ッ プ を 行 わ な い 従 来 の 車 で は 、 常 時 Ｓ Ｏ Ｃ を １ ０ ０ ％
近 く に 保 つ よ う に 充 電 電 圧 を 高 く 設 定 し 、 充 電 不 足 に な ら な い よ う 制 御 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
特 許 第 ３ ２ １ １ ６ ９ ９ 号 公 報 に 、 従 来 例 １ の 動 力 出 力 装 置 が 開 示 さ れ て い る 。 従 来 例 １ の
動 力 出 力 装 置 は 、 車 両 の 走 行 条 件 及 び 予 測 さ れ る 走 行 条 件 に 応 じ て バ ッ テ リ の Ｓ Ｏ Ｃ の 目
標 値 を 設 定 し 、 エ ン ジ ン と 発 電 機 と を 制 御 す る 。 走 行 条 件 は 、 車 両 の 速 度 、 加 速 度 、 高 度
、 ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テ ム に 記 憶 さ れ て い る 地 図 情 報 の う ち 少 な く と も ひ と つ の 情 報 を 使
用 し て 定 量 化 す る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
特 開 平 １ １ － ０ ０ ８ ９ ０ ９ 号 公 報 に 従 来 例 ２ の ハ イ ブ リ ッ ド 電 気 自 動 車 の 発 電 制 御 装 置 が
開 示 さ れ て い る 。 従 来 例 ２ の ハ イ ブ リ ッ ド 電 気 自 動 車 の 発 電 制 御 装 置 は 、 車 両 が 登 坂 す る
時 に 、 降 坂 完 了 ま で に 得 ら れ る 積 算 回 生 エ ネ ル ギ ー を 予 測 す る 。 そ し て 、 そ の 回 生 エ ネ ル
ギ ー で 電 池 を 充 電 し た 場 合 に 予 測 さ れ る 充 電 量 の 分 だ け 、 電 池 の Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値 を 引 き 下
げ る 。 従 っ て 、 降 坂 時 の 回 生 エ ネ ル ギ ー を 、 無 駄 な く 電 池 の 充 電 と い う 形 で 受 け 入 れ る こ
と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ８ ７ ０ ８ 号 公 報 に 、 従 来 例 ３ の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 制 御 装 置 が 開 示 さ
れ て い る 。 従 来 例 ３ の ハ イ ブ リ ッ ド 車 両 の 制 御 装 置 は 、 バ ッ テ リ の 劣 化 度 に 応 じ て 充 電 レ
ベ ル の 目 標 値 を 変 更 す る 。 更 に 、 定 常 運 転 時 に は 減 速 運 転 時 よ り も 充 電 レ ベ ル の 目 標 値 を
低 く 設 定 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 許 第 ３ ２ １ １ ６ ９ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 １ １ － ０ ０ ８ ９ ０ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】
特 開 ２ ０ ０ １ － ２ ６ ８ ７ ０ ８ 号 公 報
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 は 、 停 止 中 及 び 停 止 後 の エ ン ジ ン 始 動 や ス タ ー ト 時 に 蓄 電 池 を 放 電 す
る 故 に 、 蓄 電 池 の Ｓ Ｏ Ｃ を 減 少 さ せ る 。 蓄 電 池 の Ｓ Ｏ Ｃ が 低 下 し た 場 合 、 ア イ ド ル ス ト ッ
プ 車 が 暫 く の 間 走 り 続 け れ ば 蓄 電 池 は 充 電 さ れ 、 そ の Ｓ Ｏ Ｃ は 再 び 高 く な る 。 し か し 、 渋
滞 す る 市 街 地 等 を 走 行 す る ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 は 、 僅 か の 距 離 を 走 行 し て は 停 止 す る こ と
を 繰 り 返 す 場 合 が あ る 。 こ の 場 合 、 蓄 電 池 は ほ と ん ど 充 電 さ れ な い ま ま 放 電 を 繰 り 返 す こ
と に な る 。 こ の よ う な 場 合 、 蓄 電 池 の Ｓ Ｏ Ｃ が ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 の ス タ ー ト に 必 要 な 最
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低 限 度 未 満 に な っ て 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 が 動 け な く な る 恐 れ が あ っ た 。 こ の た め 、 Ｓ Ｏ
Ｃ の 下 限 値 を 設 定 し 、 こ の 下 限 値 に な る と ア イ ド ル ス ト ッ プ を キ ャ ン セ ル す る よ う な 制 御
も 提 案 さ れ て い る が 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ の 回 数 が 減 少 す る の で 燃 費 改 善 の 効 果 が 少 な く な
る 。 ま た 、 Ｓ Ｏ Ｃ が 低 い 状 態 の ま ま 使 用 さ れ る の で 、 液 式 鉛 蓄 電 池 で は 特 に 、 成 層 化 に よ
る サ ル フ ェ ー シ ョ ン が 生 じ 、 短 寿 命 に な る 恐 れ が あ っ た 。 一 方 、 高 速 道 路 や 信 号 機 の 少 な
い 走 行 で は 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 が 少 な い の で 蓄 電 池 の 放 電 が 少 な く 充 電 時 間 が 長 く
な る 。 従 っ て 、 従 来 の 充 電 制 御 の よ う に 一 定 の 充 電 電 圧 で 充 電 し 、 Ｓ Ｏ Ｃ を １ ０ ０ ％ 近 く
に 制 御 す る 方 法 で は 過 充 電 と な り 、 燃 費 改 善 の 効 果 は 期 待 で き な い 。 ま た 、 Ｓ Ｏ Ｃ が １ ０
０ ％ 近 く に 制 御 さ れ る の で 回 生 の 充 電 も 受 け 入 れ る こ と が で き な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
従 来 例 １ ～ ３ の 動 力 出 力 装 置 等 は 、 自 動 車 の 走 行 条 件 、 バ ッ テ リ の 状 態 に 応 じ て 蓄 電 池 の
充 放 電 を 制 御 し て い る 。 し か し 、 従 来 例 １ ～ ３ の 電 源 装 置 等 は 、 渋 滞 し た 市 街 地 で の 走 行
等 に お い て 蓄 電 池 が 短 寿 命 に な る 恐 れ が あ る と い う 上 記 の 問 題 を 解 決 す る も の で は な か っ
た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
本 発 明 は 上 記 従 来 の 問 題 点 を 解 決 す る も の で 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 が 少 な い 、 高 速 道
路 や 信 号 機 の 少 な い 走 行 で も 回 生 エ ネ ル ギ ー を 蓄 電 池 に 回 収 し て 車 の 燃 費 を 向 上 し 排 気 ガ
ス を 減 少 さ せ 、 且 つ 渋 滞 し た 市 街 地 で の 走 行 等 に お い て 蓄 電 池 が 短 寿 命 に な る こ と を 防 止
す る 電 源 制 御 装 置 及 び そ の 制 御 方 法 を 提 供 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 以 下 の 構 成 を 有 す る 。 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 エ ン
ジ ン と 、 前 記 エ ン ジ ン に よ っ て 駆 動 さ れ る 発 電 機 と 、 前 記 発 電 機 に よ っ て 充 電 さ れ る 蓄 電
池 と 、 前 記 蓄 電 池 の 充 電 状 態 が 所 定 の 範 囲 内 に な る よ う に 前 記 蓄 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る
蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 と 、 を 有 し 、 車 に 搭 載 さ れ て お り 、 前 記 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 は 、 前 記
エ ン ジ ン 又 は 前 記 車 が 停 止 し た 状 態 が 発 生 す る 頻 度 を 検 出 し 、 前 記 頻 度 が 所 定 の 閾 値 以 上
で あ る 場 合 に お け る 前 記 所 定 の 範 囲 の 上 限 値 を 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る 場
合 に お け る 前 記 上 限 値 よ り 低 く 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 電 源 制 御 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 発 電 機 は 、 前 記 エ ン ジ ン を 補 助 す る 電 動 機 と し て 動 作 す る
こ と が で き 、 前 記 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 は 、 少 な く と も 前 記 エ ン ジ ン が 停 止 状 態 か ら 動 作 状
態 に 変 化 し た 時 に 前 記 蓄 電 池 が 放 電 し て 前 記 発 電 機 を 電 動 機 と し て 駆 動 し 、 前 記 エ ン ジ ン
が 動 作 状 態 を 継 続 し た 後 は 前 記 蓄 電 池 が 前 記 発 電 機 に よ っ て 充 電 さ れ る よ う に 前 記 蓄 電 池
の 充 放 電 を 制 御 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 源 制 御 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
請 求 項 ３ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 は 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 以 上 で
あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限 値 を 前 記 蓄 電 池 の 最 大 定 格 に 設 定 し 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾
値 未 満 で あ る 場 合 又 は 前 記 所 定 の 閾 値 よ り 低 い 値 で あ る 他 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 に お け る
前 記 上 限 値 を 前 記 蓄 電 池 が 前 記 発 電 機 か ら の 回 生 エ ネ ル ギ ー を 充 電 可 能 な 値 に 設 定 す る こ
と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請 求 項 ２ に 記 載 の 電 源 制 御 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 蓄 電 池 が 鉛 蓄 電 池 で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は 請
求 項 ２ に 記 載 の 電 源 制 御 装 置 で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
請 求 項 ５ に 記 載 の 発 明 は 、 エ ン ジ ン と 、 前 記 エ ン ジ ン に よ っ て 駆 動 さ れ る 発 電 機 と 、 前 記
発 電 機 に よ っ て 充 電 さ れ る 蓄 電 池 と を 有 し 、 車 に 搭 載 さ れ た 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 で あ
っ て 、 前 記 蓄 電 池 の 充 電 状 態 が 所 定 の 範 囲 内 に な る よ う に 前 記 蓄 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る
制 御 ス テ ッ プ と 、 前 記 エ ン ジ ン 又 は 前 記 車 が 停 止 し た 状 態 が 発 生 す る 頻 度 を 検 出 す る 検 出
ス テ ッ プ と 、 を 有 し 、 前 記 頻 度 が 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に お け る 前 記 制 御 ス テ ッ プ の
前 記 所 定 の 範 囲 の 上 限 値 を 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限
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値 よ り 低 く 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
請 求 項 ６ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 発 電 機 は 、 前 記 エ ン ジ ン を 補 助 す る 電 動 機 と し て 動 作 す る
こ と が で き 、 少 な く と も 前 記 エ ン ジ ン が 停 止 状 態 か ら 動 作 状 態 に 変 化 し た 時 に 前 記 蓄 電 池
が 放 電 し て 前 記 発 電 機 を 電 動 機 と し て 駆 動 し 、 前 記 エ ン ジ ン が 動 作 状 態 を 継 続 し た 後 は 前
記 蓄 電 池 が 前 記 発 電 機 に よ っ て 充 電 さ れ る よ う に 前 記 蓄 電 池 の 充 放 電 を 制 御 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ５ に 記 載 の 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 以 上 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限 値
を 前 記 蓄 電 池 の 最 大 定 格 に 設 定 し 、 前 記 頻 度 が 前 記 所 定 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 又 は 前 記 所
定 の 閾 値 よ り 低 い 値 で あ る 他 の 閾 値 未 満 で あ る 場 合 に お け る 前 記 上 限 値 を 前 記 蓄 電 池 が 前
記 発 電 機 か ら の 回 生 エ ネ ル ギ ー を 充 電 可 能 な 値 に 設 定 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 又 は
請 求 項 ６ に 記 載 の 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
本 発 明 の 発 明 者 は 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 に 搭 載 さ れ た 蓄 電 池 は 、 エ ン ジ ン 始 動 や ス タ ー ト
時 に 放 電 す る 故 に 、 特 に 渋 滞 す る 市 街 地 等 で 僅 か の 距 離 を 走 行 し て は 停 止 す る こ と を 繰 り
返 す 場 合 、 蓄 電 池 の 放 電 量 が 、 エ ン ジ ン 又 は 車 の 停 止 回 数 に 比 例 す る こ と を 発 見 し た 。 エ
ン ジ ン 又 は 車 が 停 止 し た 状 態 が 発 生 す る 頻 度 が 高 け れ ば 、 蓄 電 池 の 充 電 量 が 放 電 量 に 追 い
つ か な い 恐 れ が あ る 。 こ の よ う な 場 合 、 蓄 電 池 の Ｓ Ｏ Ｃ を 高 く す る よ う に 制 御 す る こ と に
よ り 、 蓄 電 池 の 寿 命 が 短 く な る こ と を 防 止 で き る 。 一 方 、 車 が 高 速 道 路 を 走 行 す る 場 合 、
エ ン ジ ン 又 は 車 が 停 止 し た 状 態 の 発 生 頻 度 は 低 い 。 こ の よ う な 場 合 、 蓄 電 池 の Ｓ Ｏ Ｃ を 低
く す る よ う に 制 御 す る こ と に よ り 、 回 生 エ ネ ル ギ ー を 確 実 に 蓄 電 池 に 回 収 す る こ と が で き
る 。
鉛 蓄 電 池 を 使 用 す る ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 に お い て は 、 蓄 電 池 を ほ と ん ど 充 電 し な い ま ま 放
電 を 繰 り 返 す と 、 鉛 蓄 電 池 の 寿 命 が 縮 む 。
「 エ ン ジ ン 又 は 車 が 停 止 し た 状 態 が 発 生 す る 頻 度 」 は 、 動 作 状 態 か ら 停 止 状 態 に 変 化 す る
頻 度 を カ ウ ン ト し て も 良 く 、 停 止 状 態 か ら 動 作 状 態 に 変 化 す る 頻 度 を カ ウ ン ト し て も 良 い
。
【 ０ ０ １ ９ 】
本 発 明 は 、 回 生 エ ネ ル ギ ー を 蓄 電 池 に 回 収 し て 車 の 燃 費 を 向 上 し 排 気 ガ ス を 減 少 さ せ 、 且
つ 渋 滞 し た 市 街 地 で の 走 行 等 に お い て 、 蓄 電 池 の 過 放 電 を 防 ぎ 、 鉛 蓄 電 池 等 の 蓄 電 池 の 寿
命 が 短 く な る こ と を 防 止 す る 電 源 制 御 装 置 及 び そ の 制 御 方 法 を 実 現 で き る と い う 作 用 を 有
す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 本 発 明 の 実 施 を す る た め の 最 良 の 形 態 を 具 体 的 に 示 し た 実 施 例 に つ い て 、 図 面 と と も
に 記 載 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
《 実 施 例 》
図 １ ～ 図 ３ を 用 い て 、 本 発 明 の 実 施 例 の 電 源 制 御 装 置 及 び そ の 制 御 方 法 を 説 明 す る 。 実 施
例 の 電 源 制 御 装 置 は 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 に 搭 載 さ れ て い る 。
図 ２ は 、 実 施 例 の 電 源 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。 図 ２ に お い て 、 ２ ０ ０ は
ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 、 ２ ０ １ は 発 電 機 、 ２ ０ ２ は 負 荷 、 ２ ０ ３ は １ ２ Ｖ 、 ５ ０ Ａ ｈ の 液 式
鉛 蓄 電 池 、 ２ ０ ４ は 電 流 セ ン サ 、 ２ ０ ５ は 電 流 計 測 部 、 ２ ０ ６ は 電 圧 計 測 部 、 ２ １ ０ は エ
ン ジ ン 、 ２ １ １ は 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 で あ る 。 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 ２ １ １ は 、 Ｓ Ｏ Ｃ 算 出
部 ２ ０ ７ 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ 頻 度 算 出 部 ２ ０ ８ 、 発 電 機 制 御 部 ２ ０ ９ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 ２ ０ ０ は 、 駐 停 車 に ア イ ド リ ン グ 状 態 に す る こ と な く 自 動 的 に エ ン ジ
ン を 停 止 す る 又 は 短 時 間 の ア イ ド リ ン グ の 後 自 動 的 に エ ン ジ ン を 停 止 す る 、 ア イ ド ル ス ト
ッ プ 機 能 を 有 す る 。 発 電 機 ２ ０ １ は ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 ２ ０ ０ の エ ン ジ ン ２ １ ０ に よ っ て

10

20

30

40

50

(5) JP 2004-201411 A 2004.7.15



駆 動 さ れ て 発 電 を 行 う 。 発 電 さ れ た 電 力 は 負 荷 ２ ０ ２ 及 び 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ に 供 給 さ れ
る 。 負 荷 ２ ０ ２ は 、 具 体 的 に は オ ー デ ィ オ 装 置 、 エ ア コ ン 、 ラ ン プ 等 の 電 装 品 、 エ ン ジ ン
始 動 用 の セ ル モ ー タ で あ る 。 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ は 走 行 中 は ほ と ん ど 常 に 、 発 電 機 ２ ０ １
か ら の 電 力 に よ っ て 定 電 圧 充 電 さ れ て い る 。 ア イ ド ル ス ト ッ プ 等 に よ り エ ン ジ ン ２ １ ０ が
停 止 し て い る 間 は 、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ は 負 荷 ２ ０ ２ （ オ ー デ ィ オ 装 置 、 エ ア コ ン 、 ラ ン
プ 等 ） に 電 力 を 供 給 す る た め に 放 電 す る 。 エ ン ジ ン ２ １ ０ が 始 動 す る 時 、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２
０ ３ が 放 電 し て 発 電 機 ２ ０ １ を 電 動 機 と し て 駆 動 し 且 つ 負 荷 ２ ０ ２ （ エ ン ジ ン 始 動 用 の セ
ル モ ー タ ） に 電 力 を 供 給 す る 。 ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 ２ ０ ０ の 減 速 及 び ブ レ ー キ 時 に 、 発 電
機 ２ ０ １ に 回 生 電 流 （ 回 生 エ ネ ル ギ ー ） が 発 生 す る 。 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ は 、 こ の 回 生 電
流 に よ っ て 充 電 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
電 流 セ ン サ ２ ０ ４ は 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ に 流 れ る 電 流 を 検 出 す る 。 電 流 セ ン サ ２ ０ ４ の 出
力 は 電 流 計 測 部 ２ ０ ５ に 入 力 さ れ 、 更 に Ｓ Ｏ Ｃ 算 出 部 ２ ０ ７ に 電 流 値 と し て 入 力 さ れ る 。
電 圧 計 測 部 ２ ０ ６ は 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ の 電 圧 を 測 定 し 、 測 定 し た 電 圧 値 を 発 電 機 制 御 部
２ ０ ９ に 出 力 す る 。
蓄 電 池 充 放 電 制 御 部 ２ １ １ は 、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ の Ｓ Ｏ Ｃ が 所 定 の 範 囲 内 に な る よ う に
、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ の 充 放 電 を 制 御 す る 。 Ｓ Ｏ Ｃ 算 出 部 ２ ０ ７ は 、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３
の 満 充 電 時 の 電 池 容 量 に 充 放 電 電 気 量 の 積 算 値 を 加 算 す る こ と に よ り Ｓ Ｏ Ｃ を 算 出 し 、 発
電 機 制 御 部 ２ ０ ９ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
発 電 機 制 御 部 ２ ０ ９ は 、 発 電 機 ２ ０ １ の 励 磁 電 流 を 制 御 す る こ と に よ り 、 発 電 機 ２ ０ １ の
出 力 電 圧 を 制 御 す る 。
ア イ ド ル ス ト ッ プ 頻 度 算 出 部 ２ ０ ８ は 、 １ ０ 分 当 た り の ア イ ド ル ス ト ッ プ の 発 生 回 数 （ 発
生 頻 度 ） を 算 出 し 、 発 電 機 制 御 部 ２ ０ ９ に 出 力 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
図 １ は 、 実 施 例 の 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。 ス テ ッ プ １ ０ １
で ア イ ド ル ス ト ッ プ 頻 度 算 出 部 ２ ０ ８ は 、 １ ０ 分 当 た り の ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 を 算 出
す る 。 発 電 機 制 御 部 ２ ０ ９ は 、 １ ０ 分 当 た り の ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 が ２ 回 以 上 か 否 か
判 断 す る （ ス テ ッ プ １ ０ ２ ） 。 ２ 回 以 上 の 場 合 は ス テ ッ プ １ ０ ３ に 進 み 、 Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値
（ 蓄 電 池 の 放 電 容 量 の 制 御 範 囲 の 上 限 値 ） を １ ０ ０ ％ （ 満 充 電 ） に 設 定 す る 。 発 電 機 制 御
部 ２ ０ ９ は 発 電 機 ２ ０ １ の 出 力 電 圧 を １ ５ Ｖ に 設 定 し 、 Ｓ Ｏ Ｃ を １ ０ ０ ％ に 近 づ け る 充 電
を 行 う （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ） 。 ス テ ッ プ １ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ス テ ッ プ １ ０ ２ で 、 １ ０ 分 当 た り の ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 が ２ 回 未 満 の 場 合 は ス テ ッ プ
１ ０ ４ に 進 み 、 Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値 を ９ ５ ％ に 設 定 す る 。 発 電 機 制 御 部 ２ ０ ９ は 発 電 機 ２ ０ １
の 出 力 電 圧 を １ ３ Ｖ に 設 定 し 、 Ｓ Ｏ Ｃ を ９ ５ ％ に 近 づ け る 制 御 を 行 う （ ス テ ッ プ １ ０ ５ ）
。 ス テ ッ プ １ ０ １ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
図 ３ は 、 従 来 例 と 本 発 明 の 電 源 制 御 装 置 を そ れ ぞ れ 有 す る ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 に お い て 、
１ ０ 分 当 た り の ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 と 走 行 １ 時 間 当 た り の 過 充 電 量 と の 関 係 を 示 す 図
で あ る 。 電 圧 が １ ２ Ｖ 、 電 池 容 量 が ５ ０ Ａ ｈ の 液 式 鉛 蓄 電 池 を ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 ２ ０ ０
及 び 従 来 の 電 源 制 御 装 置 を 有 す る ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 に そ れ ぞ れ 搭 載 し 、 １ ０ 分 当 た り の
ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 を 様 々 に 変 え 、 走 行 １ 時 間 当 た り の 過 充 電 量 を 調 べ る 実 験 を 行 っ
た 。 ア イ ド ル ス ト ッ プ １ 回 当 た り の 平 均 放 電 量 は 、 電 池 容 量 の ０ ． ５ ％ と し た 。 実 線 ３ ０
１ は 、 図 １ の フ ロ ー チ ャ ー ト に 示 し た 方 法 で 蓄 電 池 の 充 放 電 制 御 を 行 う 本 発 明 の 電 源 制 御
装 置 を 有 す る ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 の 実 験 結 果 で あ る 。 破 線 ３ ０ ２ は 、 常 に Ｓ Ｏ Ｃ を １ ０ ０
％ に 近 づ け る 定 電 圧 充 電 （ 充 電 電 圧 は １ ４ Ｖ ） を 行 う 従 来 例 の 電 源 制 御 装 置 を 有 す る ア イ
ド ル ス ト ッ プ 車 の 実 験 結 果 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ は 、 完 全 充 電 せ ず に 使 用 さ れ 続 け る と 、 サ ル フ ェ ー シ ョ ン が 発 生 す る
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。 つ ま り 、 放 電 生 成 物 で あ る 硫 酸 鉛 が 蓄 積 し て 充 電 で き な く な り 、 性 能 低 下 を 引 き 起 こ す
。 サ ル フ ェ ー シ ョ ン が 発 生 す る と 、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ の 寿 命 は 急 速 に 短 く な る 。 市 街 地
で の 走 行 の よ う に ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 が 高 い 場 合 は 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ 中 の 液 式 鉛 蓄
電 池 ２ ０ ３ の 放 電 量 が 多 く な る と と も に 、 充 電 時 間 が 短 く な る の で Ｓ Ｏ Ｃ が 低 下 し や す い
。 本 実 施 例 に よ れ ば 、 こ の よ う な 場 合 に は 発 電 機 ２ ０ １ を 制 御 し 、 充 電 電 圧 を 高 く 設 定 す
る の で 、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ を 短 時 間 で 充 電 す る と と も に Ｓ Ｏ Ｃ を 高 く 保 て る 。 こ れ に よ
り 、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ の 電 解 液 の 成 層 化 を 抑 え 、 長 寿 命 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
高 速 走 行 時 の よ う に ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 が 低 い 場 合 に は 、 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ が 充 電
不 足 に な る 恐 れ が 少 な い た め 、 Ｓ Ｏ Ｃ の 設 定 値 を 下 げ る （ 実 施 例 に お い て は ９ ５ ％ ） 。 鉛
蓄 電 池 ２ ０ ３ は 常 に 満 充 電 さ れ て い な い 状 態 で あ る 故 に 、 ブ レ ー キ や 減 速 に よ る 回 生 エ ネ
ル ギ ー を 効 率 的 に 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ に 蓄 積 で き る 。 実 施 例 に お い て 、 回 生 エ ネ ル ギ ー が
無 駄 な く 液 式 鉛 蓄 電 池 ２ ０ ３ の 充 電 に 使 用 さ れ て い る こ と が 図 ３ （ 発 生 し た 過 充 電 量 の 大
き さ が 無 駄 に 消 費 さ れ た 回 生 エ ネ ル ギ ー の 大 き さ を 示 す 。 ） よ り 分 か る 。 図 ３ の 破 線 ３ ０
２ に 示 す よ う に 、 常 に Ｓ Ｏ Ｃ を １ ０ ０ ％ に 近 づ け る 充 電 を 行 っ た 場 合 は 、 回 生 エ ネ ル ギ ー
の ロ ス が 発 生 す る 。 本 発 明 に よ り 、 過 充 電 に よ る 電 池 の 劣 化 や 電 解 液 の 減 少 を 防 止 で き 、
且 つ 燃 費 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ス テ ッ プ １ ０ ２ で 用 い る 、 １ ０ 分 当 た り の ア イ ド ル ス ト ッ プ 頻 度 の 閾 値 は 走 行 条 件 及 び 使
用 す る 蓄 電 池 の 種 類 に よ っ て 変 更 し て 良 い 。 実 施 例 で は 、 ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 に 応 じ
て Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値 を ２ 段 階 に 設 定 し た が 、 ３ 段 階 以 上 設 定 し て も 良 く 、 連 続 的 に 変 化 す る
値 （ 例 え ば ア イ ド ル ス ト ッ プ の 発 生 頻 度 を パ ラ メ ー タ と し 、 Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値 を 導 出 す る 関
数 を 使 用 す る 。 ） に し て も 良 い 。
実 施 例 に お い て は 、 エ ン ジ ン が 停 止 す る 頻 度 が 高 い 場 合 に Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値 を 高 く し 、 頻 度
が 低 い 場 合 に Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値 を 低 く し た 。 こ れ に 代 え て 、 車 が 停 止 し た 状 態 が 発 生 す る 頻
度 が 高 い 場 合 に Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値 を 高 く し 、 頻 度 が 低 い 場 合 に Ｓ Ｏ Ｃ の 目 標 値 を 低 く し て も
良 い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 に よ れ ば 、 回 生 エ ネ ル ギ ー を 蓄 電 池 に 回 収 し て 車 の 燃 費 を 向 上 し 排 気 ガ ス を 減 少 さ
せ 、 且 つ 渋 滞 し た 市 街 地 で の 走 行 等 に お い て 、 蓄 電 池 の 過 放 電 を 防 ぎ 、 鉛 蓄 電 池 等 の 蓄 電
池 の 寿 命 が 短 く な る こ と を 防 止 す る 電 源 制 御 装 置 及 び そ の 制 御 方 法 を 実 現 で き る と い う 有
利 な 効 果 が 得 ら れ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 源 制 御 装 置 の 制 御 方 法 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト
【 図 ２ 】 本 発 明 の 実 施 例 の 電 源 制 御 装 置 の 構 成 を 示 す ブ ロ ッ ク 図
【 図 ３ 】 従 来 例 と 本 発 明 の 電 源 制 御 装 置 を そ れ ぞ れ 有 す る ア イ ド ル ス ト ッ プ 車 に お い て 、
１ ０ 分 当 た り の ア イ ド ル ス ト ッ プ の 頻 度 と 走 行 １ 時 間 当 た り の 過 充 電 量 と の 関 係 を 示 す 図
【 符 号 の 説 明 】
２ ０ ０ 　 ア イ ド ル ス ト ッ プ 車
２ ０ １ 　 発 電 機
２ ０ ２ 　 負 荷
２ ０ ３ 　 液 式 鉛 蓄 電 池
２ ０ ４ 　 電 流 セ ン サ
２ ０ ５ 　 電 流 計 測 部
２ ０ ６ 　 電 圧 計 測 部
２ ０ ７ 　 Ｓ Ｏ Ｃ 算 出 部
２ ０ ８ 　 ア イ ド ル ス ト ッ プ 頻 度 算 出 部
２ ０ ９ 　 発 電 機 制 御 部
２ １ ０ 　 エ ン ジ ン
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２ １ １ 　 蓄 電 池 充 放 電 制 御 部

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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